








 

妊娠分娩中の胎児に発生する低酸素症の予防には,種々の手段を総合することが大変重要

である。かっては分娩時の低酸素症を,胎児末梢血の代謝性アシドーシスによって診断した

時代があったが,アシドーシスはすでに胎児の酸塩基平衡に破綻をきたしたことの表現で

あり,すでに低酸素症による障害をきたしている可能性があって,さらに早期に診断するこ

とが必要であった。この目的に対しては胎児心拍数変動がアシドーシスに先行する所見で

あることが知られており,今日では分娩時に胎児心拍数陣痛図がモニタリングに使われ,原

則として全例監視が行われている。さらに自動診断装置や,トレンドグラムも開発した。そ

の結果の 1例として当科関連病院の成績をあげてみると,最近約 10 年間に分娩の全例監視

を行ったところ,周産期死亡の減少をみると共に,当該地区保健所に届出された脳性麻痺患

者数が殆どゼロになり,全例監視実施前の脳性麻痺届出数にくらべて統計学的に有意の減

少をみた。 


